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３．森林破壊 

 

●森林の働き 

・生態系；森は多くの生物を養い、生物は食物連鎖によって支え合っている 

・土  ；落葉、生物の糞や死骸が豊かな土を作り、木の根が流出を防ぐ 

・水  ；樹木と豊かな土がダムの働きをし、雨水を貯え少しずつ流し出す 

・空気 ；炭酸同化作用（二酸化炭素を吸収し酸素を放出）と大気の浄化 

 

●原生林；多種の樹木、多種の生物 

・強固な生態系、病虫害に強い、多くの生物、「生命のざわめき」 

・豊かな土が作られる、保水力にも優れている 

・広葉樹が多く、酸素発生が多い、浄化作用が大きい、酸性雨にも強い 

・乱開発、乱伐採ですでに世界の原生林は８０％が失われた 

 （現在、ヨーロッパではほぼゼロ、アメリカでは１５％以下に） 

 

●人工林；同種の木ばかり（マツ、スギ、ヒノキ）、生物は少ない 

・病虫害に弱い、生物が少ない、「静かな森」 

・落葉しない木が多く土が貧しい、保水力に乏しい 

・針葉樹は酸素発生が少ない、浄化作用が小さい、酸性雨に弱い 

・人工林は人手（植林、間伐など）をかけないと育たない 

 

●森林破壊の実態 

・毎年日本の面積の半分の森林が 

失われ、さらにその半分が砂漠化 

・大量の表土が流出し耕作面積が 

減る一方で人口増加 

・成長量の数倍の速さで破壊され、 

このままでは１００年で全滅 

⇒森林がなくなれば砂漠化、地上生物は死滅 

熱帯林の破壊はすでに取り返しがつかない状態 

(99年国連UNEP報告) 

 

●森林破壊の原因 

・先進国の商業伐採（木材消費の急増） 

・乱開発（工業用地、農地、リゾート、換金作物のためのプランテーション） 

・酸性雨、地球温暖化による永久凍土の融解で森林破壊が加速 

 

世界の主な熱帯林の破壊
（国連ＦＡＯほか）
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